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相期と対照群との問にも有意の差は認めなかった。 REM潜時についても 3 者の聞に差はみられなかっ
た。








は，病相期，寛解期および対照群の聞に差はなかった。また単位時間を 3 秒とした REM密度にも差は
認めなかった。
4) 安静覚醒時のアノレファ波について:覚醒閉眼時のアルファ波周波数は寛解期の 10.2 c/s に比し，
病相期は 9.7 c/sで有意に減少していた。
5) 内因性うつ病と心因'性うつ病との比較:対象とした 10 名のうつ病患者は，臨床的に内因性うつ病
5 名と心因'性うつ病 5 名の 2 群に分けられた口乙の 2 群間で上述の睡眠・覚醒に関する各指標に差があ
るか否かを検討したが，統計的に有意の差は見られなかった。
(総括)
1)過剰睡眠を伴ううつ病患者の病相期の睡捉は睡眠量の著明な増加がみられたが，質的内容につい
ては寛解期や対照群と比し差はなかった。
2) うつ状態では活動性の低下のため終日臥床する傾向があり，乙のため二次的に睡眠量が増加した
可能性がある。本研究では正常対照者にも寛解期の患者にも出来る限り臥床を要請し，その結果臥床時
間は病相期，寛解期および正常対照群との聞に差がなかった。従って睡眠の量的な増加は好梶の結果と
は考えられない。
3) 心因性うつ病患者と内因性うつ病患者の聞に睡眠の質的，量的な差は認められず，心理機制が過
剰睡眠の一次的原因とは考え難い。
4) うつ病の病相期における外界への関心の低下が，入床後短時間で、の入眠につながり，その結果睡
眠量が増加するという可能性がある。しかし乙の場合は浅眠の増加や覚醒回数の増加など不安定な睡眠
経過を示すと考えられるが，すでに述べたように病相期と寛解期の睡眠の聞に質的な差はなく，こうし
た機序で過剰睡眠を説明する乙とはできない。
5) アルファ波周波数が病相期に減少していることを考えると，過眠を伴ううつ病患者は覚醒時にも
その水準が若干低下しており， 24 時間を通して睡眠への傾向が強し、と思われる。
以上の乙とから病相期の患者群では睡眠をもたらす機序が能動的に克進していると考えたい。
論文の審査結果の要旨
過剰睡眠を伴ううつ病の睡眠に関する知見は少なく，実際に過剰睡眠が存在するか否かという基本的
な点も明らかでない。本研究は強い眠気を訴える内因性および、心因』性うつ病患者について，病相期と寛
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解期に 24 時間連続ポリグラフィ的記録を行い，睡眠，覚醒に関する指標を正常対照群のそれらと比較検
討したものである。
その結果，病相期は著明な入眠潜時の短縮と睡眠時間の増加がある乙と，この期間の睡眠は正常睡眠
と同質であること，覚醒時アルファ波周波数が減少している乙とを見い出し，過剰睡眠を伴ううつ病で
は 24 時間を通して睡眠への強い傾向があることを実証した。
本研究は，うつ病患者の中に睡眠をひきお乙す機序が能動的に冗進している一群が存在することを明
確にした点で価値があり，学位l乙値するものと考える。
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